
この広報は共同募金の一部をあてて発行しております。

　「こんにちは、声の広報です。青空をバックに中
央に丸太で組んだ高さ８メートルの仮宮が写ってい
ます…」12月１日号の広報いちのせきの表紙はこん
な解説をしました。
　「ボランティアグループ・声の広報」は、視覚に障
がいのある皆さんに聞いていただくため、主に広報
いちのせき、せんまや地域広報、議会だよりをカ
セットテープに収録しています。
　表紙の写真の解説から細かい記事まで、利用者に
分りやすいように、会員の工夫と細やかな配慮がさ
れています。「担当は○○でした。」最後のページの
収録が終わった後、こう付け加えます。これでテー
プの収録は完了です。
　上手ではないけれど、楽しく聞き流していただけ
る声の広報づくりを心がけています。

「こんにちは、声の広報です。」「こんにちは、声の広報です。」
ただ今収録中！ただ今収録中！

－ボランティアグループ
声の広報－

千厩支部

[2007年12月10日発行]
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こ
の
た
び
、
前
茂

庭
忠
仁
会
長
の
後
任

と
し
て
、
11
月
1
日
、

会
長
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
茂
庭
忠
仁
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
4
月
1
日
よ
り
合
併
初
代
会
長
と
し
て
、

新
社
協
の
体
制
基
盤
を
築
き
あ
げ
、
様
々
な
社
会
福

祉
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
会
も
2
年
目
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
会
長
と
い
う
重
責
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

福
祉
は
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
と
い
う
一
人
ひ
と

り
の
「
思
い
や
り
」
と
「
助
け
合
い
」
の
結
い
の
心

を
育
む
と
同
時
に
、
福
祉
の
担
い
手
で
あ
り
、
福
祉

の
受
け
手
で
あ
る
こ
と
を
認
め
あ
い
「
支
え
あ
い
、

幸
せ
感
じ
る　

地
域
の
暮
ら
し
」
を
基
本
理
念
と
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
住
民
の
参
加
は
も

と
よ
り
、
福
祉
団
体
等
の
理
解
と
協
力
を
頂
き
な
が

ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
「
生
活
支
援
社
協
」
を
基
本
方

針
と
し
て
、
社
協
は
住
民
に
直
結
し
た
地
域
福
祉
事

業
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
地
域
で
安
全
・
安
心

を
は
か
り
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
寝
た
き
り
者
・
重
度

障
害
者
等
の
災
害
弱
者
へ
の
緊
急
時
や
急
病
等
の
支

援
活
動
の
た
め
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
を
求
め

て
推
進
す
る
「
災
害
時
等
に
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運

動
」
の
一
助
と
し
て
、
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
整
備
し

て
お
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
緊
急
時
に
連
絡
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
、
日
中
介
助
者
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
在
宅
の
寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢
者

の
方
、
又
は
重
度
障
害
者
の
方
等
を
対
象
に
緊
急
連

絡
カ
ー
ド
を
作
成
し
、自
宅
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
控
え
を
本
会
及
び
担
当
地
域
民
生
委
員
、
並

び
に
要
支
援
者
の
了
承
を
得
て
、
一
関
市
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
連

絡
会
議
に
複
写
を
提
供

し
、
緊
急
時
に
活
用
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

日
頃
、
家
庭
に
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
の

方
々
が
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
集
い
が
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
に
役
立
つ
お
話
し
を
聞
い
た
り
、
温
泉
に
入
っ
た
り
、

う
た
や
お
ど
り
等
、
様
々
な
催
し
で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
共
同
募
金
の
配
分
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　

大　

澤　

弘　

毅

お
た
の
し
み
の
集
い
で

お
た
の
し
み
の
集
い
で

に
こ
や
か
に
！

に
こ
や
か
に
！

おもてなし料理に大道芸も

おしゃべりは、元気のもと

温泉へふれあいの旅

余興で楽しむコスモスの集い

みんな元気に、ハイ、ポーズ！

温泉で昔話や交流をはかる

　11月22日、東山保健センターを会場に第２回ひとり暮らし老人の集いを開催しました。
　この集いは、長坂・田河津・松川公民館等の協力により、中央婦人学級の学習会と合
同で毎年開催している事業で、今年は東山保健センターの那須文枝栄養士の指導により
中央婦人学級生が作った「おもてなし料理」を、参加者の皆さんがいただきました。
　また、長坂保育園、げいび幼稚園の園児によるお遊戯があり、可愛い孫達の姿に目を
細めておりました。大東町から「野猿沢七ツ森焼却一座」一行が大道芸（南京玉すだれ）、
唄や踊りを披露しました。
　参加者のみなさんは、楽しいひとときを過ごし、互いに元気で新年を迎えようと語り
合いました。

　室根地域のひとり暮らしのつどいは６月、天気に恵まれ快
適な遠足日和、奥州市薬師堂温泉へ総勢18人が参加しました。
　いい温泉と昼食しながらの会話、観劇、とても楽しい一日
となり、行きも帰りもバスのなかはずっと笑い声が響いてお
りました。

　11 月 22 日　黒滝温泉「のぞみの湯」を会場に、ひとり暮ら
し高齢者の集い「ふれあいの旅」を開催しました。
　あいにくの雪空、川崎では７～８センチくらいの積雪でした
が、黒滝に着いたときには約 20センチの積雪と吹雪がお出迎え。
参加者は、暖房の効いた室内で半年、一年ぶりの再会に話に、ゆっ
たり温泉に浸かってのふれあいに楽しい一日を過ごしました。
　３月頃にもう一回開催を予定しております。

　11月25日に大東地域のひとり暮らし老人のつどい「コスモス
の集い」がグリーンパレス大東で開催され109名が参加しました。
　１年ぶりの再会を楽しみにしていたという方や、初めての参
加に心弾ませてきたという方等、一緒にカラオケや踊りを披露
し親睦を深めました。また余興には、野猿沢焼切一座がボラン
ティアで出演し、大道芸「南京玉すだれ」を披露。笑顔の絶え
ない楽しい一日を過ごしました。

　千厩地域では、４つの地区福祉推進協議会ごとにつどい
が開催されております。千厩地区は 10 月 16 日総勢 75 名
の多ぜいが参加し、一関かんぽ保養センターで行なわれま
した。一関市博物館を見学した後、入浴、懇談し帰りには
全員で玄関前で写真を撮りました。毎年楽しみな行事になっ
ています。

　9月28日、一関市厳美「かんぽの宿一関」を会場に、一人ぐらしの集い「ふ
れあい交流会」を開催し、67人もの参加をいただきました。
　これは、花泉地域内でひとり暮らしをしている方々のふれあいと仲間づくりを
図り、日常生活の問題解決の一助になればとの願いから、毎年開催しております。
　今回は市の保健師さんから健康に関するお話や、花泉のボランティアグルー
プ語り部の会「いずみの里」さんから昔ばなしを頂き、興味深い内容に参加者
は聞き入ってました。
　他にも、恒例のカラオケ大会やお互いの情報交換で盛り上がり、有意義な一
日となりました。

東山支部

室根支部

川崎支部

大東支部

千厩支部

花泉支部

緊
急
時
に
・
見
守
り
活
動
に

緊
急
時
に
・
見
守
り
活
動
に

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
整
備

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
整
備
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社
協
ふ
く
し
祭
り

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
テ
ー
マ
に
開
催

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
テ
ー
マ
に
開
催

　

一
関
市
社
協
ふ
く
し
祭
り

「
ゆ
い
っ
こ
広
場
」
を
10
月

14
日
に
大
東
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
近
年
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
地
震
へ
の
対
応

意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
に
は
一

関
北
消
防
署
、
日
本
赤
十
字

親
と
子
の

親
と
子
の

コ
ー
チ
ン
グ
講
座
開
催

コ
ー
チ
ン
グ
講
座
開
催

介
護
体
験
か
ら

介
護
体
験
か
ら

交
流
が
生
ま
れ
る

交
流
が
生
ま
れ
る

　

11
月
９
日
（
金
）
千
厩
農
村

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
阿
部
侑

生
先
生
（
仙
台
在
住
）
を
お
招

き
し
、
親
と
子
の
会
話
を
通
じ

て
、
子
供
が
自
分
か
ら
す
す
ん

で
行
動
を
起
こ
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
学
び
ま
し

た
。
と
く
に
「
き
ち
ん
と
子
供

の
話
を
聞
い
て
認
め
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
子
供
は
安
心
感
を
も

ち
、
自
信
が
つ
き
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
宅
介
護
者
の
集
い
が
、
11

月
17
〜
18
日
の
１
泊
２
日
の
日

程
で
、
宮
城
県
鳴
子
町
中
山
平

温
泉
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
１
回
目
は
宿

泊
型
で
開
催
し
、
２
回
目
は
日

帰
り
で
き
る
形
式
で
本
年
は
計

画
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一

回
目
の
開
催
で
す
。
市
内
か
ら

参
加
し
た
介
護
者
は
27
名
と
な

り
、
開
会
に
あ
た
り
介
護
体
験

を
交
え
て
の
自
己
紹
介
を
終
え

る
と
、
お
互
い
の
介
護
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
共

通
す
る
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

入
浴
後
の
夕
食
を
か
ね
た
懇
親

会
で
は
、
参
加
者
の
交
流
が
さ

　

11
月
９
日　

厳
美
渓
温
泉

「
い
つ
く
し
園
」に
お
い
て
や
ま

び
こ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
川
崎
支
部
、
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
、
か
わ
さ
き
虹
の
会
の

共
催
で
身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
者
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

秋
の
お
で
か
け
は

秋
の
お
で
か
け
は

や
ま
び
こ
教
室

や
ま
び
こ
教
室

川
崎
支
部

千
厩
支
部

介
護
支
援
事
業
所
だ
よ
り

介
護
支
援
事
業
所
だ
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
興
田

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
興
田
で

は
地
区
の
文
化
祭
に
出
品
す
べ
く
秋

の
野
山
の
風
景
を
ち
ぎ
り
絵
に
す
る

と
と
も
に
、
昔
田
ん
ぼ
で
よ
く
見
た

か
か
し
を
ご
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と

作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
慣
れ
た
作
業
な
の
で
と

て
も
手
早
く
出
来
ま
し
た
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
他
に
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
や
風
船
バ
レ
ー
、
口
腔

顔
面
体
操
な
ど
、
皆
で
楽
し
く
や
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ご
利
用
者

が
ま
た
来
た
い
と
い
わ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

み
な
さ
ん
か
ら
の
声
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
と
し
て
、
苦
情
の
解
決
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目

的
に
、
各
種
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
評
価
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
な
ど
に
つ
い
て
利
用
者
を
第
一
に
考
え
、
苦
情
等
に
公

正
を
は
か
る
た
め
、
関
係
者
以
外
か
ら

第
三
者
委
員
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

《苦情等処理の流れ》

秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
社会福祉法人一関市社会福祉協議会（在宅福祉課）　電話 23－6020

苦情の受付

苦情内容の確認・助言・話し合いへの立合

社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
赤
十

字
奉
仕
団
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
災
害
活
動
に
関
す
る
企

画
を
用
意
し
て
来
場
者
に
体

験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
企

画
と
し
て
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー

や
福
祉
施
設
の
商
品
販
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
無
料
で

遊
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
も

開
設
し
、
多
く
の
市
民
に
今

年
も
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ちぎり絵の作品の前で

誕生会での職員の余興
《写真は俵つみの踊り》

福祉サービスに関する意見・要望・苦情がありますか？福祉サービスに関する意見・要望・苦情がありますか？

苦情等受付担当者

事　　業　　者

福祉サービス利用者
苦情・不満・意見・小言・申出など

第 三 者 委 員

苦情等処理責任者

ら
に
盛
り
上
が
り
、
カ
ラ
オ
ケ

や
踊
り
を
お
互
い
に
披
露
し
て
、

交
流
が
一
番
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
在
宅

重
度
の
寝
た
き
り
の
方
や
障
害

の
方
を
献
身
的
に
介
護
し
て
い

る
方
が
日
帰
り
で
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
介
護
者
の
集
い

は
２
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

的
に
開
催
し
て
お
り
、
毎
年
の

参
加
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
会

員
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、育
成
会
の
会
員
、

賛
助
会
員
・
虹
の
会
会
員
の
21

名
が
参
加
し
、
渓
谷
の
周
り
を

散
策
し
た
り
、
お
い
し
い
料
理

を
食
べ
た
り
、
温
泉
に
入
っ
た

り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◎
第
三
者
委
員

　

岩
渕　

結
祥 

一
関
市
字
樋
渡
43
―
４

 

電
話　

２
３
―
７
３
５
５

　

辰
己　

信
俊 

一
関
市
花
泉
町
字
地
平
17
―
21

 

電
話　

８
２
―
３
１
４
３

　

岩
渕　

善
朗 

一
関
市
大
東
町
曽
慶
字
神
蔭
38
―
７

 

電
話　

７
５
―
４
４
１
１

日赤奉仕団の非常食炊き出し訓練

来場者にAEDを人形を使って説明
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平成19年度 赤い羽根共同募金運動中間実績　　

募金内容 目標額 中間実績額 一関事務所 花泉事務所 大東事務所 千厩事務所 東山事務所 室根事務所 川崎事務所

赤い羽根
共同募金

19,240,000 17,347,738 5,001,839 2,995,228 2,882,320 2,685,898 2,047,020 1,029,777 705,656

岩手県共同募金会一関市分会

赤
い
羽
根
募
金
は
地
域
の
中
で
、

み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
崎
小
学
校
児
童
会
で
は
、

全
校
児
童
が
組
み
立
て
式
募

金
箱
を
活
用
し
た
募
金
１
８
，

２
７
５
円
を「
地
域
の
福
祉
の
た

め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
千

葉
児
童
会
長
等
代
表
者
が
事
務

所
を
訪
れ
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
（
月
）
赤
い
羽
根

募
金
運
動
初
日
に
一
関
サ
テ
ィ

に
お
い
て
、
街
頭
募
金
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

　

千
厩
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
運
営
に
よ
る
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
28

日
（
金
）、
千
厩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
岩
手
日
報

社
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
今

回
で
19
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
次
々
と
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

多
く
の
方
々
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

「
街
頭
募
金
」を
展
開

児
童
会
で
、

組
み
立
て
式
募
金
箱
を

全
児
童
が
取
り
組
む

　

こ
の
大
会
の
参
加
料
６
５
，

０
０
０
円
は
、
赤
い
羽
根
募
金

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

千
厩
支
部

一
関
支
部

川
崎
支
部

日
は
一
関
市
長
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
通
行
人

へ
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
は
一
関
サ
テ
ィ
を
は
じ

め
、
狐
禅
寺
前
堀
地
区
に
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
オ
ン
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
一
関
店
に
お
い

て
も
街
頭
募
金
を
展
開
し
、
一

関
地
域
の
高
校
生
を
は
じ
め
、

禅
興
会
、
福
祉
施
設
の
職
員
等

の
協
力
に
よ
り
、延
べ
３
日
間
、

21
団
体
82
人
の
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

募
金
の
呼
び
か
け
に
、
通
行

人
の
多
く
は
快
く
応
じ
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
街
頭
で
募
金
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
方
々
も
心

を
あ
た
た
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
寄
せ
ら
れ
た
街
頭

で
の
善
意
は
１
５
５
，
７
６
８

円
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：円、平成19年11月30日現在）

● 

社
協
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
」

〜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
を
学
ぶ
〜

一
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会

20
周
年
記
念
講
演
会
及
び
祝
賀
会

　

県
内
で
も
地
震
や
水
害
等
の
大
規
模

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
被
災
者
支
援

を
目
的
と
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
を
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
や
、

現
場
で
の
多
様
な
課
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
岩
手
県
社

協
と
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
催

し
、
一
関
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
11
月
28
日
（
水
）、
県
内
市
町
村

社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

関
係
者
、
行
政
機
関
か
ら
46
名
が
参
加

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

と
び
ら

と
び
ら

あ
な
た
の
一
歩

　

午
前
の
講
義
は
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
全
体
像
」
〜
長
岡
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
か

ら
〜
と
題
し
、
新
潟
県
長
岡
市
社
協 

福

祉
事
業
係
主
査 

本
間
和
也 

氏
よ
り
、
中

越
地
震
に
お
け
る
災
害
支
援
活
動
状
況

を
中
心
に
、
震
災
発
生
か
ら
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
実
際
の

災
害
支
援
活
動
の
状
況
や
課
題
等
、
幅

広
い
視
点
か
ら
の
話
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

午
後
は
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、『
日
曜
日
の
午
前
、

震
度
６
強
の
地
震
発
生
』
と
い
う
設
定

で
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

　

11
月
17
日
（
土
）、
蔵
ホ
テ
ル
一
関
を

会
場
に
、
一
関
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡

協
議
会
20
周
年
記
念
講
演
会
と
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
同
協
議
会
よ
り
登
録
団
体
中

16
団
体
41
人
が
参
加
し
、
20
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
岩
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
会 

事
務
局
長 

加
藤
隆
男
氏
よ

り
、「
や
っ
て
て
よ
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
題
し
た
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、「『
わ
ざ
わ
ざ
』・『
何
も
』・

『
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
』が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
世
界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
挨
拶
や
姿
勢
、
行
動
な
ど

に
お
い
て
、
相
手
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
、『
わ
ざ
わ
ざ
』・『
何
も
』・『
そ

こ
ま
で
し
な
く
て
も
』
と
相
手
に
思
わ
れ

る
ま
で
の
真
摯
な
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
の

話
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
会
員
相
互
に
20
年
を
振

り
返
り
、
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
る

と
共
に
、
今
後
一
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
を
お
互
い
に
誓
い
合
い
ま
し
た
。

災害ボランティアセンター起ち上げについての行動を考える訓練

「日常における地域の見守り、つながりの大切さ」を確認しました。

「
誰
が
」「
何
を
」
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
災
害
発
生
か
ら
３
日
間
で
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
基
本
に
時
系
列
の
動
き
を

考
え
、
必
要
な
行
動
を
グ
ル
ー
プ
の
総

意
の
中
で
導
き
だ
し
、
行
動
や
課
題
の

要
点
を
共
有
し
、
ま
と
め
で
講
師
よ
り

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
実
体
験
か
ら
強

調
し
て
話
さ
れ
た
『
ま
ず
は
自
身
の
安

全
、
家
族
の
安
全
、
安
否
確
認
が
大
切

で
す
』
と
の
言
葉
を
か
み
し
め
る
と
共

に
、『
日
常
に
お
け
る
地
域
の
見
守
り
、

つ
な
が
り
つ
く
り
の
大
切
さ
』
を
実
感

し
、
そ
の
こ
と
を
基
に
行
政
、
社
協
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
関
係
諸
機

関
と
の
協
働
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
ま
し
た
。

一
関
支
部

講師まとめ

ワークショップ
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♥一関支部
　一関市　一関市地区保護司会
 第18回チャリティー踊りの会出演６団体 様 80,000円
　一関市舞川字水上 千田　　恵 様 車イス1台
　一関市真柴 
 一関中学校バスケットボール部父母会 様 43,781円
　一関市宮前町 小岩　勝朗 様 100,000円
　一関市真柴字中田 佐々木富子 様 20,000円
　一関市 琴城流大正琴一関支部　絃の会 様 50,000円
　一関市 一関市母親クラブ連絡協議会 様 5,300円
　一関市関が丘 小関　三子 様 300,000円
　一関市 山目宮下民区 様 26,270円
　一関市　新邦楽舞踊若泉流一関地区
 チャリティー新舞踊祭り実行委員会 様 50,000円
　一関市 
　　 いわいの里Ｙosakoiフエスタ in 一関実行委員会 様 31,865円

花泉支部
　花泉町涌津字石畳 今野　弘八 様 50,000円
　花泉町 花泉高校PTA母親委員会 様 20,540円
　花泉町永井字八貫 菅原貴良司 様 200,000円
　花泉町永井字鞍懸山 佐藤　英樹 様 100,000円
　花泉町永井字杉山 佐々木　茂 様 100,000円
　花泉町 花泉民謡まつり実行委員会 様 20,000円
　花泉町 花泉ダンス同好会 様 10,000円

大東支部
　大東町鳥海字菖蒲沢 及川　浩典 様 100,000円
　大東町大原 山口自治会 様 10,000円
　大東町猿沢字板倉 村上　力勝 様 30,000円
　大東町大原字一ノ通 菊池　耕悦 様 30,000円
　大東町曽慶字惣ヶ屋敷 佐藤とし子 様 100,000円
　大東町大原字堰の上 小山謙次郎 様 100,000円
　大東町渋民字野手害 及川　森男 様 20,000円
　大東町大原字立町 大原一番星 様 20,000円
　大東町 大東芸術文化協会摺沢支部 様 50,000円
　大東町渋民字続石 三浦　正美 様 100,000円
　大東町鳥海字古戸前 小山　　修 様 50,000円
　大東町鳥海字小谷 伊東　一司 様 50,000円

　大東町沖田字新田 千葉養之助 様 100,000円
　大東町鳥海字向前畑 佐藤　　隆 様 50,000円

千厩支部
　千厩町千厩 千厩ライオンズクラブ 様 22,900円
　千厩町千厩字石堂 ㈲家具の小野寺 様 6,000円
　千厩町奥玉字三沢 藤野　光男 様 200,000円
　千厩町奥玉字女聖 金野　寿満 様 30,000円
　千厩町磐清水字中上 伊藤　洋一 様 30,000円
　千厩町千厩字前田 小山亥太郎 様 30,000円

東山支部
　東山町松川字卯入道平 畠山　喜一 様 100,000円
　東山町長坂字長平 吉田　　清 様 30,000円
　東山町松川字野平 千葉　健司 様 30,000円
　東山町長坂 美よ乃会 様 50,000円
　東山町松川字六日町 千葉　公信 様 100,000円
　東山町松川字寺崎 松川第２区自治会 様 14,665円

室根支部
　室根町津谷川字竹野下 鈴木　久夫 様 50,000円
　室根町折壁字中西 遠藤　秀一 様 10,000円
　室根町矢越字大洞 畠山　定夫 様 30,000円
　室根町折壁一丁目 渡辺　信子 様 50,000円
　室根町折壁字勢返 北條　軍治 様 30,000円
　室根町矢越字朴 星　　光春 様 30,000円
　室根町矢越字大畑 櫻井　清夫 様 100,000円
　室根町折壁字兵沢 西城　一彦 様 10,000円
　室根町矢越字矢越 小山　恭一 様 30,000円

川崎支部
　川崎町門崎字官紅 菊地　孝二 様 100,000円
　川崎町 かわさき手話サークル 様 12,500円
　川崎町薄衣字矢作前 小野寺　仁 様 50,000円
　川崎町門崎字布佐 千葉　皐吾 様 100,000円

平成 19年９月から 11月までに、市民の皆様からご寄附がありました。

こころから厚く
お礼申しあげます。

　一関市社会福祉協議会では、毎週木曜日
と毎月第２金曜日（巡回）心配ごと相談所
を開設しております。日常生活のうえでお
悩みな方、困りごとや福祉等のあらゆる相
談に応じて、諸機関と連携しながら、適切
な紹介と助言をしております。秘密は厳守
いたしますので、ご安心ください。
・開設時間は、午前10時から午後３時までです。
・相談は無料、お気軽にご相談ください。

開設日 曜日 開設場所

１月

10日・17日
24日・31日 木 毎週木曜日

一関市総合福祉センター　 連絡先 23－6020

11 日 金 巡回相談
花泉総合福祉センター　　 連絡先 82－4002

２月

７日・14日
21日・28日 木 毎週木曜日

一関市総合福祉センター　 連絡先 23－6020

８日 金 巡回相談
大東保健福祉センター　　 連絡先 71－1177

３月

６日・13日
27日 木 毎週木曜日

一関市総合福祉センター　 連絡先 23－6020

14 日 金 巡回相談
千厩農村勤労福祉センター 連絡先 53－2885

ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

心配ごと相談所のお知らせ心配ごと相談所のお知らせ
第
6
号
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